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　A 領域５科目と B 領域５科目の各領域科目における受検者数，合格者数および合格率を全体お
よび回生ごとに表２に示す。
　全体としては，B 領域よりも A 領域の受検者数が多かった。A 領域の中では「社会・感情・性











　図３A は A 領域の合格科目数と A 領域に関連する大学開講の心理専門科目のうち単位を修得
した科目数の相関図である。これらの変数の間には正の相関が認められ（r=.615），単位を修
得した科目数が増えるにつれて A 領域の合格科目数が増加している。単位を修得した科目数を
説明変数，A 領域の合格科目数を目的変数とした単回帰分析を行った結果，決定係数（R 2 ）は
.379となり，回帰直線による予測が有意であった（F［1, 28］=17.09, p < .0005）。また，回帰式
の傾きが有意であった（t［28］=4.13, p < .0005）。これらの結果は，A 領域に関連した大学開
講の心理専門科目の単位を修得した科目数によって，心理学検定試験の A 領域の合格科目数を
予測できることを示唆している。
　図３B は A 領域の合格科目数と A 領域に関連した心理専門科目の平均得点の相関図である。
これらの変数の間にも正の相関が認められ（r=.663），心理専門科目の得点が高くなるにつれて
A 領域の合格科目数が増加している。心理専門科目の平均得点を説明変数，A 領域の合格科目数
を目的変数とした単回帰分析を行った結果，決定係数（R 2 ）は .440となり，回帰直線による予
測が有意であった（F［1, 28］=22.07, p < .0005）。また，回帰式の傾きが有意であった（t［28］





















たところ，「発達・教育」のみ有意傾向であったが（t［27］=1.35, p < .10），その他の領域では
有意差が認められた（「原理・研究法・歴史」　t［19］=4.26, p < .0005; 「学習・認知・知覚」 t［26］












において有意差が認められた（「原理・研究法・歴史」 t［28］=4.26, p < .0005; 「学習・認知・知覚」 
t［28］=3.24, p < .005; 「発達・教育」 t［28］=1.81, p < .05; 「社会・感情・性格」　t［28］=4.81, 
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